
　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
市
川
三
郷
町
が
誕
生
し

て
10
年
、
大
き
な
節
目
の
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　

町
制
施
行
10
周
年
を
機
に
、
こ

れ
ま
で
友
好
町
の
関
係
に
あ
り
ま

し
た
静
岡
県
東
部
伊
豆
半
島
西
海

岸
の
中
央
に
位
置
す
る
西
伊
豆
町

と
、
昨
年
4
月
、
姉
妹
町
の
締
結

を
い
た
し
ま
し
た
。
西
伊
豆
町
は
、

西
に
駿
河
湾
、
東
に
急
峻
な
山
並

み
の
天
城
山
系
が
連
な
り
『
夕
日
、

日
本
一
の
ま
ち
』
と
し
て
堂
ヶ
島
を

は
じ
め
多
く
の
名
所
が
あ
り
、
世

帯
数
は
約
４
，０
０
０
世
帯
、
人
口

約
８
，９
０
０
人
の
町
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
相
互
応
援
協
定

も
併
せ
て
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
２
０
１
５
年
の
ノ
ー
ベ

ル
医
学
・
生
理
学
賞
に
、
韮
崎
市

出
身
の
大お

お
む
ら村 

智さ
と
し 

北
里
大
学
特
別

栄
誉
教
授
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

に
梶か

じ
た田
隆た

か
あ
き章 

東
京
大
学
宇
宙
線
研

究
所
長
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
村 

智
教
授
の
受
賞
は
、
初
の

山
梨
県
出
身
者
と
し
て
、
そ
の
功

績
は
土
壌
か
ら
発
見
し
た
菌
で
抗

寄
生
虫
薬
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
を
開

発
、
薬
は
ア
フ
リ
カ
や
中
南
米
で

投
与
さ
れ
、
人
間
を
失
明
に
至い

た

ら

せ
る
熱
帯
感
染
症
や
マ
ラ
リ
ア
の

抑
制
な
ど
、
年
間
2
億
人
を
救
っ

て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
村
先
生
は
、
祖
母
か
ら
い
つ

も
「
一
番
大
切
な
の
は
人
の
た
め

に
な
る
こ
と
」
の
教
え
が
あ
り
、「
人

の
役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う
強
い

志
と
、
人
を
思
い
や
る
心
、
い
つ

く
し
み
の
心
、
恕じ

ょ

の
心
か
ら
の
偉

業
で
あ
り
ま
す
。

　

国
は
２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）

11
月
に
成
立
し
た
地
方
創
生
法
に

基
づ
き
、
２
０
１
５
年
度
か
ら

２
０
１
９
年
度
（
平
成
31
年
度
）
ま

で
の
5
年
間
で
取
り
組
む
人
口
減

少
対
策
と
地
域
経
済
活
性
化
策
の

工
程
表
と
、
２
０
２
０
年
（
平
成
32

年
）
時
点
の
数
値
目
標
を
定
め
た
計

画
、
い
わ
ゆ
る
総
合
戦
略
を
全
国

都
道
府
県
と
市
町
村
に
策
定
義
務

を
課
し
て
お
り
ま
す
。
市
川
三
郷

町
は
人
口
減
少
対
策
を
重
点
と
し

て
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
先

行
し
、
昨
年
末
に
総
合
戦
略
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご

努
力
に
よ
っ
て
築
き
あ
げ
ら
れ
た

歴
史
や
文
化
、
教
育
や
産
業
を
受

け
継
ぎ
、
さ
ら
に
発
展
へ
の
責
任

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
進
む
べ

き
道
は
容
易
な
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
財
政
規
律
を
守
り
、
ご
高
齢
者

を
敬

う
や
ま
いい
尊た

っ
と

ぶ
畏い

け
い敬
の
念
と
、
子
ど

も
た
ち
の
未
来
に
責
任
を
も
つ
町

政
で
あ
り
た
い
と
決
意
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
１
月
１
日

市
川
三
郷
町
長

久  

保  

眞  

一

申
年
。

地方創生 総合戦略策定から実行へ

　

２
０
１
６
年
は
申さ

る
ど
し年

で
す
。

■
日
本
人
に
な
じ
み
の
深
い
サ
ル

　

日
本
に
生
息
し
て
い
る
の
は
「
ニ

ホ
ン
ザ
ル
」。
顔
と
お
し
り
の
赤
い
、

お
な
じ
み
の
サ
ル
で
す
。
人
間
と
同

じ
霊
長
類
に
属
し
、
北
は
青
森
県
下

北
半
島
か
ら
、
南
は
鹿
児
島
県
屋
久

島
ま
で
生
息
し
て
い
ま
す
。
群
れ
を

つ
く
り
、
木
の
上
を
得
意
と
し
、
主

に
、
果
実
や
種
子
、
花
、
葉
な
ど
の

植
物
や
昆
虫
を
好
ん
で
食
べ
る
よ
う

で
す
。

　

と
こ
ろ
で
近
年
、
野
生
の
ニ
ホ
ン

ザ
ル
を
見
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
観
光
用
に
餌
づ
け
さ
れ
た
サ
ル

が
人
前
に
現
れ
た
り
、
里
に
出
て
、

人
間
に
え
さ
を
ね
だ
っ
た
り
、
農
作

物
を
荒
ら
し
た
り
…
。
人
間
を
こ
わ

が
ら
ず
、
時
に
は
、
人
に
襲
い
か
か
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

被
害
に
遭
っ
て
い
る
地
域
で
は
、
い

わ
ゆ
る
猿
害
対
策
が
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
人
に
と
っ
て

な
じ
み
の
深
い
サ
ル
で
す
が
、
お
互

い
が
敵
対
し
合
う
の
は
残
念
な
こ
と

で
す
。
猿
害
の
防
止
を
図
り
つ
つ
、

サ
ル
が
将
来
に
わ
た
っ
て
自
然
の
状

態
で
生
息
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
共
生
の
道
を
探
っ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

■
サ
ル
な
ら
で
は
の

こ
と
わ
ざ
・
慣
用
句

　

サ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
な
昔
話
に
も
登
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
新
た
な
気
持
ち
で
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
議

会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
新
春

の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
に
、
市
川

三
郷
町
合
併
10
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年
も
議
員

全
員
、
更
な
る
町
政
発
展
と
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
山
梨
県
町
村
議
会
議
長

会
で
は
、
地
方
自
治
に
関
す
る
研

究
者
の
専
門
知
識
や
学
生
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
政
策
立
案
に
活
か
し
、

一
方
で
、
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以

上
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
を
受

け
、
山
梨
学
院
大
学
と
提
携
す
る

協
定
を
結
び
ま
し
た
。
議
長
会
と

大
学
の
協
定
は
全
国
で
初
め
て
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
法
学
部
や
現

代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
な
ど
の
教
授
が

メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
、
継
続
的
に

協
議
す
る
中
で
、
研
究
会
や
研
修

な
ど
を
開
催
し
、
議
会
改
革
や
政

策
面
で
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
、

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
大
変
重
要
な
課
題
に
、

地
方
創
生
の
推
進
が
あ
り
ま
す
。

将
来
に
わ
た
り
活
力
あ
る
社
会
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
行
政
・

議
会
・
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
、

施
策
の
実
現
に
向
け
て
協
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
本
年
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
を
示
す
重
要
な
計
画
で
あ
る

「
第
１
次
総
合
計
画
」
が
策
定
さ
れ

て
10
年
目
、
計
画
期
間
の
最
後
の

年
に
あ
た
り
ま
す
。
計
画
の
成
果

が
評
価
さ
れ
る
年
と
な
り
ま
す
が
、

じ
っ
く
り
検
証
し
て
い
く
中
で
、

新
し
い
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
も
、

町
の
将
来
像
を
見
据
え
て
、
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

現
代
の
日
本
は
超
高
齢
化
社
会

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
ご
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
な
ど
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
「
健
康
で
明
る
く
、
人
生
を

楽
し
く
」
と
、
90
歳
を
超
え
た
皆

さ
ま
も
非
常
に
元
気
に
頑
張
っ
て

お
ら
れ
、
本
町
の
活
性
化
の
一
端

を
担
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
実
感

い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
交
流
を

深
め
る
中
で
、
元
気
な
毎
日
を
お

過
ご
し
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
ご
多
幸
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
１
月
１
日

市
川
三
郷
町
議
会
議
長

三 

神  

貞 

雄

今後の議会の在り方

場
し
ま
す
し
、
サ
ル
に
ま
つ
わ
る
こ

と
わ
ざ
や
慣
用
句
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。『
さ
る
か
に
合
戦
』
で
は
サ

ル
は
悪
役
で
し
た
が
、『
桃
太
郎
』

や
『
西
遊
記
』
で
は
、
主
人
を
支
え

る
名
脇
役
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
と
わ
ざ
で
、
だ
れ
も
が
知
っ
て

い
る
の
は
「
猿
も
木
か
ら
落
ち
る
」。

こ
れ
は
、
そ
の
道
に
す
ぐ
れ
て
い
る

人
で
も
、
時
に
は
失
敗
を
す
る
こ
と

が
あ
る
と
い
う
こ
と
の
た
と
え
。「
木

か
ら
落
ち
た
猿
」
は
、
頼
み
に
す
る

も
の
を
失
っ
て
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

分
か
ら
な
い
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
木
の
上
を
得
意
と
す
る
サ
ル
な

ら
で
は
の
こ
と
わ
ざ
で
す
。

　

同
じ
く
サ
ル
の
特
徴
を
よ
く
と
ら

え
た
こ
と
わ
ざ
と
い
え
ば
、「
猿
の

尻
笑
い
」。
自
分
の
尻
の
赤
い
こ
と

に
気
づ
か
な
い
で
、
ほ
か
の
猿
の
尻

が
赤
い
こ
と
を
笑
う
意
味
で
、
自
分

の
欠
点
に
気
が
つ
か
ず
、
他
人
の
欠

点
を
笑
う
こ
と
の
た
と
え
で
す
。
そ

の
ほ
か
、「
サ
ル
ま
ね
」「
サ
ル
知
恵
」

「
サ
ル
芝
居
」
な
ど
の
言
葉
が
あ
り

ま
す
が
、
ど
れ
も
あ
ま
り
い
い
意
味

で
は
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

■
今
年
も
悪
運
の
な
い
よ
い
年
を

　

そ
も
そ
も
「
サ
ル
」
＝
「
去
る
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
よ
く
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。「
去
る
」は「
去
る
」で
も
、

悪
運
だ
け
は
去
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。
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臨
時
職
員
等

登
録
者
募
集

受
付
期
間

１月
15
日
金 

ま
で

■
職
務
内
容
　
※
は
有
資
格
者

　
一
般
事
務
補
助

　
学
校
用
務
員

　
学
校
司
書
※

　
司
書
※

　
図
書
館
事
務
補
助

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手

　
調
理
員

　
栄
養
士
※

　
公
民
館
主
事

　
公
民
館
管
理
人

　
文
化
財
維
持
管
理
作
業
員

　
体
育
施
設
管
理
人

　
観
光
施
設
管
理
人

　
道
路
補
修
作
業
員

　
用
務
員

　
保
育
士
※

　
看
護
師
※

　
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
※

　
保
健
師
※

　
温
泉
施
設
受
付
兼
事
務

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

　
児
童
館
指
導
員

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
指
導
員

　
業
務
員

　
医
療
事
務
※

　
駅
乗
車
券
販
売
員

　
公
営
企
業
会
計
事
務
※

　
水
道
施
設
維
持
管
理
作
業
員
※ 

な
ど 

■
採
用
方
法

　

各
所
属
に
お
い
て
必
要
に
応
じ
登
録

さ
れ
た
方
の
中
か
ら
審
査
（
書
類
審
査
、

面
接
）
を
実
施
し
、
任
用
さ
れ
る
方
に

通
知
し
ま
す
。

■
申
込
対
象

　

満
18
歳
以
上
64
歳
以
下
の
方

（
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）

■
勤
務
条
件

【
勤
務
場
所
】

　

本
庁
、
支
所
、
出
先
機
関
又
は

勤
務（
作
業
）現
場

【
任
用
期
間
】

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
29
年
３
月
31
日
の
間

（
期
間
は
６
カ
月
の
範
囲
内
）

＊�

最
長
６
カ
月
の
期
間
を
延
長
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
勤
務
日
】

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

週
５
日
以
内
の
勤
務

＊�
司
書
、
図
書
館
事
務
補
助
、
公
民
館

管
理
人
、
体
育
施
設
管
理
人
、
観
光

施
設
管
理
人
、
温
泉
施
設
受
付
兼
事

務
は
土
日
勤
務
及
び
祭
日
勤
務
が
あ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＊�

公
民
館
主
事
（
２
施
設
の
み
）、
医
療

事
務
は
土
曜
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

【
勤
務
時
間
】

　

原
則
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

＊�

職
種
に
よ
り
勤
務
時
間
が
変
わ
る
場

合
や
短
時
間
勤
務
も
あ
り
ま
す
。

【
賃
金
等
待
遇
】

　

町
臨
時
職
員
取
扱
規
程
等
を
適
用

■
受
付
期
間

　

平
成
28
年
１
月
15
日
㈮
ま
で

■
申
込
方
法

　

本
町
指
定
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
写
真
を
貼
付
の
う
え
、
役
場
総

務
課
庶
務
係
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ

い
（
郵
送
可
）。
提
出
さ
れ
た
履
歴
書

は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
指
定
の
履
歴

書
は
町
総
務
課
で
お
渡
し
し
て
お
り
ま

す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
登
録
有
効
期
限

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

問 町総務課庶務係（制度に関する問い合わせ）☎ 055-272-1102
業務に関する問い合わせは、各担当におつなぎします

　

町
で
は
、
平
成
28
年
度
に

臨
時
職
員
な
ど
で
仕
事
を

希
望
す
る
方
の
登
録
を
行

い
ま
す
。
登
録
を
希
望
す
る

方
は
、
下
記
に
よ
り
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

　

な
お
、
町
の
臨
時
職
員
等

の
採
用
は
、
こ
の
制
度
に
事

前
に
登
録
し
て
い
た
だ
い

た
中
か
ら
選
考
で
決
定
す

る
も
の
で
、
任
用
を
約
束
し

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

就
職
な
ど
で
登
録
を
取
り

消
し
た
い
場
合
は
速
や
か

に
連
絡
し
て
下
さ
い
。
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町
教
育
委
員
会
で
は
毎
年
、
事

務
の
管
理
や
執
行
の
状
況
に
つ
い

て
点
検
や
評
価
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
広
く
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

評
価
方
法
は
、
５
名
の
教
育
委

員
が
委
員
会
内
の
業
務
が
適
正
に

執
行
さ
れ
て
い
る
か
、
左
表
の
３

項
目
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て

５
段
階
で
自
己
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
己
評
価
の
客
観
性
を

確
保
す
る
た
め
、
有
識
者
か
ら
意

見
や
助
言
を
受
け
ま
し
た
。

　

評
価
の
結
果
、
27
項
目
の
平
均

値
は
３
・
８
で
、
最
も
高
か
っ
た
の

は「
学
校
等
の
施
設
の
充
実
」で
４
・

６
で
し
た
。
ま
た
、
最
も
低
か
っ

た
の
は
３
・
２
で
「『
本
物
』
に
触

れ
る
機
会
の
提
供
に
努
め
て
い
る

か
」
な
ど
で
し
た
。

　

そ
の
他
と
し
て
は
「
図
書
館
活
動

は
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
多
様
な
事

業
や
情
報
を
提
供
、
学
び
の
拠
点

と
し
て
成
果
を
上
げ
て
い
る
」「
市

川
三
郷
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
設
立
４

年
と
な
り
会
員
も
増
加
し
、
多
く
の

事
業
に
町
民
が
参
加
し
活
動
し
て
い

る
」「
校
舎
の
耐
震
化
、
運
動
場
整

備
な
ど
教
育
環
境
の
充
実
や
、
少
人

数
教
育
が
推
進
さ
れ
、
き
め
細
か
な

指
導
に
よ
り
、
落
ち
着
い
た
学
校
生

活
が
な
さ
れ
て
い
る
」
と
の
講
評
が

あ
り
ま
し
た
。

評価のための基本的な考え方
① �総合計画の『やすらぎづくり～日本一の暮らしやすさをめざして』を

基本方針に市川三郷町の教育「学ぶまち」を基本的な考え方として、
実態に合ったものとする。

② 委員会事務の改善と説明責任を果たすことを目的とする

③ �５段階絶対評価とし、シンプルで誰にでもわかりやすいものとする。

 教育委員会の通信簿
平成26年度町教育委員会
事務の管理、執行状況の
点検と評価

平成２６年度町教育委員会の事務の管理、執行状況の点検と評価

項　目 観　点 評価の
平均値

生涯学習
の充実

公民館活動の支援は充実しているか。 3.8

生涯学習推進のため各講座は充実しているか。 3.8

図書館事業は充実しているか。 4.4

青少年健全育成に努めているか。 3.6

生涯スポー
ツの振興

町民の体力づくりの向上は充実しているか。 3.2

体育施設の管理及び充実に努めているか。 4.0

スポーツ活動の振興に努めているか。 4.2

関係団体と連携して事業を進めているか。 4.0

スポーツの指導者育成に努めているか。 3.2

スポーツ愛好者の底辺拡大に努めているか。 3.6

文化・芸術
の振興

文化の振興に努めているか。 4.2

文化財の保護、継承の支援活動が充実しているか。 3.6

「本物」に触れる機会の提供に努めているか。 3.2

体験学習
の推進

地域の特色を生かした体験学習プログラムは提供できたか。 3.4

伝統産業の技術を体験できる機会を提供できたか。 3.6

国際交流
の推進

国際交流にあたり、町民の地域理解が向上しているか。 3.2

国際交流協会への支援は充実しているか。 4.2

学校教育
の充実

教育課程の確実な実施・評価・改善に努めているか。 4.2

指導方法と評価方法の工夫・改善に努めているか。 4.0

生徒指導の充実に努めているか。 3.8

健康安全指導の充実に努めているか。 3.8

学校、家庭、地域等関係機関との連携に努めているか。 3.8

国際理解教育の推進に努めているか。 3.8

教育委員会
及び事務局

教育委員会の会議の運営改善に努めているか。 4.2

企画、指導、管理は適切か。 4.0

人事や組織の改善に努めているか。 3.6

学校等の施設の充実に努めているか。 4.6

総平均値（上記 27 項目の評定の平均値） 3.8

※�「評定の平均値」は各教育委員が上記 27 項目について５段階絶対評価
（５:極めて満足  ４:満足  ３:普通  ２:不満  １:極めて不満）で、評定したものの平均値です。

問町教育委員会教育総務課 ☎０５５（２７２）６０９３
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山
梨
県
で
は
、
次
の
方
を
対
象
に

自
動
車
燃
料
費
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
助
成
対
象
期
間
は
、
平
成
27

年
１
月
か
ら
12
月
で
す
。

【
対
象
者
】
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自

動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
で
、

▽
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２

級
の
方
▽
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方
▽

戦
傷
病
者
手
帳
特
別
項
症
第
１
項
症

ま
た
は
第
２
項
症
に
該
当
す
る
方

【
申
請
用
紙
】
▽
峡
南
保
健
福
祉
事

務
所
▽
町
役
場
福
祉
支
援
課
▽
三
珠

支
所
▽
六
郷
支
所
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。

【
申
請
方
法
】申
請
に
は
、領
収
書（
請

求
者
の
氏
名
・
販
売
店
の
印
が
あ
る

も
の
）
ま
た
は
、
支
払
い
証
明
書
が

必
要
で
す
。

【
受
付
日
時
・
会
場
】
次
の
い
ず
れ

か
の
会
場
で
、
助
成
金
の
請
求
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。

■
１
月
13
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
３

時
・
南
部
町
活
性
化
セ
ン
タ
ー
１
階

多
目
的
ホ
ー
ル

■
１
月
15
日
㈮
午
前
10
時
～
午
後
３

時
・
市
川
三
郷
町
役
場
本
庁
舎
１
階

大
会
議
室

■
１
月
19
日
㈫
午
前
10
時
～
午
後
３

時
・
身
延
町
中
富
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
１
階
会
議
室

■
１
月
22
日
㈮
午
前
10
時
～
午
後
４

時
・
南
巨
摩
合
同
庁
舎
１
階
小
会
議
室

※�

こ
れ
ら
の
日
程
に
都
合
の
つ
か
な
い

場
合
は
、
峡
南
保
健
福
祉
事
務
所
福

祉
課
（
南
巨
摩
合
同
庁
舎
１
階
）
で

も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
２

月
５
日
午
後
５
時
で
受
付
を
終
了
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
峡
南
保
健
福
祉
事

務
所
福
祉
課
０
５
５
６
（
２
２
）

８
１
４
５

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
児
童

が
帰
宅
後
、
家
庭
で
適
切
な
保
護

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
遊
び
や

生
活
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
入
所
説
明
会
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
新
た
に

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
ご

参
加
下
さ
い
。

※�

現
在
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用

し
て
い
る
方
は
、
利
用
中
の
ク
ラ
ブ

よ
り
入
所
申
請
書
を
配
布
し
ま
す
。

※�

各
ク
ラ
ブ
の
定
員
を
超
え
る
応
募
が

あ
っ
た
場
合
は
、
入
所
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
児
童
】

　

町
内
小
学
校
に
通
学
し
て
い
る
1

年
生
か
ら
６
年
生

①�

保
護
者
が
労
働
な
ど
に
よ
り
昼
間

家
庭
に
い
な
い
児
童

②�

保
護
者
が
疾
病
な
ど
で
日
中
適
切

な
保
護
が
受
け
ら
れ
な
い
児
童

③�

そ
の
他
、
健
全
育
成
上
指
導
を
必

要
と
す
る
児
童

【
日
程
】
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７

時
か
ら
。
受
付
は
午
後
６
時
30
分
～

■
２
月
２
日
㈫
市
川
大
門
町
民
会
館

講
堂

■
２
月
３
日
㈬
三
珠
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
研
修
室

■
２
月
４
日
㈭
六
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

※�

い
ず
れ
の
会
場
で
も
参
加
可
能

※�

所
要
時
間
は
１
時
間
程
度
を
予
定

【
問
い
合
わ
せ
】

町
い
き
い
き
健
康
課
子
育
て
支
援
係

☎
０
５
５
６
（
３
２
）
２
１
１
４

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
希
望
の
方
は
、必
ず
説
明
会
に
ご
参
加
下
さ
い

障
害
者
の
方
へ
自
動
車
燃
料
費
を
助
成
し
ま
す

PICK UP

結
婚
す
ば
ら
し
い
ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

誕
生

氏
　
名

届
出
人

地
　
域

元
気
に
育
っ
て
ね

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

１１月届出分
（敬称略）

お
く
や
み

お
め
で
た

地区名頭ライン

名前頭ライン

名前頭ライン

た 

い 

せ 

い

い 

ち 

か
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い
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固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税
は
、

毎
年
１
月
１
日
の
状
況
で
課
税
さ
れ

る
た
め
、
平
成
27
年
中
に
取
り
壊
さ

れ
た
建
物
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
取
り
壊
し
た
建
物
な
ど
の

把
握
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
課
税
誤

り
な
ど
を
な
く
す
た
め
建
物
を
取
り

壊
し
た
際
に
は
、
本
人
か
ら
そ
の
建

物
の
「
滅
失
届
」
の
提
出
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
中
に
建
物
を
取
り
壊
し
た
方

は
、「
滅
失
届
」
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

※�

住
宅
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
住
宅
用
の

土
地
に
は
、
税
の
軽
減
措
置
が
適
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
建
物
の
取
り
壊
し
、

ま
た
は
店
舗
を
住
宅
に
改
築
す
る
な

ど
で
、
土
地
の
固
定
資
産
税
も
変
わ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】
印
鑑

【
提
出
場
所
】
▽
町
税
務
課
資
産
税

係
▽
三
珠
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
係
▽

六
郷
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
係

【
問
い
合
わ
せ
】

町
税
務
課
資
産
税
係

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
４

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら
「
滅
失
届
」
の
提
出
を

PICK UP
現
在
お
使
い
の
受
給
者
証
は
、

保
険
証
と
の
記
載
事
項
が

一
致
し
て
い
ま
す
か
？

　
保
険
証
や
、
住
所
、
氏
名

な
ど
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、

受
給
者
証
の
変
更
の
手
続
き

を
必
ず
行
っ
て
下
さ
い
。
記

載
内
容
が
違
っ
て
い
る
と
、

医
療
機
関
の
窓
口
で
無
料
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
役
場
か
ら
手
続
き
の
通
知

は
し
ま
せ
ん
の
で
、
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
忘
れ
ず
に
手

続
き
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

コンビニ受診・重複受診 はやめましょう

　近年、軽い症状でも夜の方が空いてるからなどの理由で、休日や夜
間に受診する『コンビニ受診』や、同じ病気で複数の医療機関を受診
する『重複受診』が増えています。
　必要な方が安心して医療を受けられるよう、また医療費を抑制する
ため次の事にお気をつけ下さい。

■緊急時以外は、平日の診療時間内に受診する
■同じ病気で複数の医療機関を受診することは控える
■休日前に体調が悪くなったら、休み前に早めに受診する

急な病気の相談や、判断に迷うときは相談ダイヤルをご利用下さい。
■町いきいき健康課子育て支援係☎ 0556-32-2114（平日AM8:30 ～ PM5:15）
■ニコニコフォン

☎ 090-1810-1893（上記以外の夜間・休日に保健師が相談をお受けします）
■小児初期救急医療センター P10をご覧下さい

子
育
て
支
援
医
療
費
・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ

【
持
ち
物
】対
象
児
童
の
保
険
証
・

受
給
者
証
・
印
鑑

【
手
続
き
す
る
場
所
】
六
郷
庁
舎

い
き
い
き
健
康
課
、
本
庁
舎
福

祉
支
援
課
、三
珠
支
所
住
民
サ
ー

ビ
ス
係

【
問
い
合
わ
せ
】

町
い
き
い
き
健
康
課
子
育
て

支
援
係
☎
０
５
５
６
（
３
２
）

２
１
１
４

変
更
が
あ
る
場
合
の
手
続
き

死
亡

氏
　
名

届
出
人

地
　
域

 

お
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